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（註３）イギリスの農業経済学の場合，同じ英語圏のアメリカとの接触が密なためか，例






















究によれば，1910 年から 1956 年にかけては両者の相関性が強かったのに対して





























































































結果となった．農業人口は 1950年の 2,300万人から 1987年の 500万人未満へと減少
した（p.112）．ここには生産物市場における需給不均衡よりも，生産要素市場，特に
農業労働市場における不均衡が生じたことが示唆されている．農場数及び農業人口の








































































































































学者も存在する．例えば Cramer and Jansen（1994）は，「最近まで農業生産は年率
２％で増加してきたのに対して，需要はそれをわずかに下回る率で増加してきた．」
































































































































































































































































ロ＝スミス（Todaro and Smith 2003）によれば，ルイスは労働者の都市への移住を
誘発するために都市賃金を農村所得よりも 30％高い水準に想定していたという
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